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2La-11 衣料害虫に対するグリコールエーテル類の防虫効力

　　　　゜中島照夫・、松生　勝゛゛(*近畿大豊岡短大、* *奈良女大生活環境)

　1.目的　繊維製品の特殊な仕上げ加工は、最近2つ以上の機能性を合わせ持った製

品の開発に注目が向けられている。グリコールエーテル類DX-1(GE)は、ダニ類や小動物
に対して忌避効果を有する1)。本研究では被服管理の立場に基づき防虫効力を調べた。

2.実験方法　ゼオライト粗粒子にGE(C4H9-(OCH2CH2)2-OHとC6H5-OCH2CH2-OH
を重量比で4:1に混合)を20%含有させ、有効成分量をO～160nig/シャーレの7段階に変
化させた。食害試験は、3×3cmに裁断したモスリン布を24時間以上デシヶ一ﾀ中に放置
後、重量を測定し、GEで処理したゼオライト粗粒子および供試虫と共に径9cttiの

シャーレ内に入れた。供試虫はイガとヒメカッオブシムシ幼虫を用いた。摂食期間は前
者が2週間、後者が3週間とした。防虫効力はＡ－Ｂ／ＡＸ１００と供試虫の生死判定結
果から検討した。A:GEを入れなかったシャーレ内の布の食害量、B:各濃度のGEを入れ

たシャーレ内の布の食害量である。3.結果と考察　イガ幼虫の食害量は160mg/

シャーレで、ヒメカッオブシムシ幼虫のそれは100mg/シャーレで完全に阻止できた。桑
名の評価法では、両供試虫とも20mg/シャーレで防虫効力が確保できた。しかし、後者
の供試虫では、試料を開封後10日間放置すると防虫効力が60mg/シャーレまで低下した
が、１ヵ月間放置すると160mg/シャーレでも確保できず、耐久性が欠けた。従って今後
耐久性を確保するため、分子鎖を長くしたり、にマイクロカプセル化するなどの工夫

を施し、徐放性を検討する必要がある。4.文献1)公開特許:平5-53761,1-5,1993.

2 La-12　　　ミンク毛皮の保存による性状の変化

　　　　　　　○角田由美子＊今井哲夫＊＊岡村浩＊＊＊

　　　　　　　（＊昭和女大、＊＊都皮技センター、＊＊＊昭和女大・院）

　目的　近年、消費者からの毛皮製品に関するクレームは毛抜け、革部の破れや変色が多

くなっており、保存による毛皮の性状の変化は大きいものと考えられる。しかし、これら

の性状の変化について検討したものはあまり見当たらない。毛皮の自然環境での劣化や耐

用年数の割り出しの基準となる基礎的なデータを得ることを最終目的として、本報では正

常なミンク毛皮を試料として、室内で保存した場合の毛皮の性状の変化について検討した。

　方法　実験に用いた試料は、サファイアミンクの雄でナチュラル（未染色）毛皮を４０

枚、サファイアミンクのグレー染め毛皮を４０枚用いた。いずれも市場で流通している一

級品である。毛皮の保存方法は、東京都墨田区にあるRC造の北向きの部屋にプラスチッ

ク製の衣装箱を置き、毛皮を一枚ずつ紙に包んで防虫剤（パラジクロルベンゼン）と共に

衣装箱に５年間保存した。保存前後について毛抜き強さ、引張切断荷重、引裂荷重、伸び

率、剛軟度、色差を測定した。また、毛を取り除いた試料について化学分析を行なった。

　結果　1）ナチュラル毛皮の毛抜き強さは、保存によりやや低下する傾向が認められた。2）

グレー染め毛皮の剛軟度は保存により大きくなり、やや硬くなる傾向が認められた。また、

伸び率の減少および引張切断荷重の低下が認められた。3)ナチュラル毛皮の色差（△Ｅ＊）

は、保存によりあまり変化は認められなかったが、グレー染め毛皮の色差は大きくなり、

保存により退色する傾向が認められた。これらからナチュラル毛皮よりもグレー染め毛皮

において保存による影響が大きいものと考えられる。
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